







健康栄養調査では 292.3 g となっており、目標














平成 26年 12月と平成 27年 2月に大阪府八
尾市在住の幼児～小学生親子 80名（1回目親











Considerations about the consciousness and enlightenment of
breakfast custom in classes for parents and children
竹 山 育 子＊1・浅 井 千佐子＊2






















































































参加者は、1回目 13世帯（親 17名子ども 23
名）、2回目 13世帯（親 19名子ども 21名）
で、参加の子どもの年齢内訳は 1回目は 4歳未
満 2名、4～6歳 11名、7～9歳 7名、10歳以























る」が 1回目 3名（33.3％）、2回目 2名（40.0
％）、「毎食、主食・主菜・副菜をそろえる」回
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